
一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。 QRコードで質問の動画が見られます。
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■小川  
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
世
界
遺
産
学
の
今
後
の
取
組
は
。

■観光文化部長  
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
は
大
変
好
評
だ
が
、
生
徒
に
過
度
の

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

■学校教育課長  
世
界
遺
産
学
は
天
草

の
歴
史
的
価
値
や
そ
の
良
さ
を
実
感

し
、
郷
土
を
誇
り
に
思
い
、
大
切
に
し

て
い
く
気
持
ち
を
育
ん
で
い
る
。

■教育部長  

今
後
も
継
続
し
た
い
。

■小川  

５
周
年
記
念
と
い
う
冠
に
銘
打

ち
、
事
業
展
開
を
実
施
さ
れ
る
が
、
そ

の
内
容
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

■観光文化部長  

記
念
事
業
と
し
て
、

有
識
者
を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
の
ほ
か
、
子
ど

も
た
ち
が
天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
を
学

べ
る
副
読
本
を
作
成
す
る
。

■小川  

市
長
の
施
政
方
針
に
、「
市
民
の

皆
様
と『
﨑
津
・
今
富
の
文
化
的
景
観
』

の
重
要
性
や
資
産
価
値
を
共
有
し
、
さ

ら
な
る
魅
力
向
上
に
努
め
る
」
と
あ
っ

た
が
、
５
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
長
の
思
い
と
、
今
後
の
取
組
は
。

■市長  

世
界
と
約
束
し
た
文
化
遺
産
の

永
続
的
な
「
保
全
・
継
承
」
と
、
こ
れ

を
最
大
限
に
活
用
し
た
「
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
」
に
、
全
身
全
霊
で
取
り
組

ん
で
い
く
覚
悟
で
あ
る
。
市
民
の
皆
様

に
も
、
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
さ
ら
な

る
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い
す
る
。

■小川  

市
長
や
執
行
部
は
、
地
域
住
民

が
一
番
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

地
域
振
興
・
活
性
化
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

●【
道
の
駅
】【
夕
陽
の
駅
】

●
牛
深
港
交
流
人
口
倍
増
計
画
に
つ
い
て

７  

浜
崎 

昭
臣
（
政
友
会
）

●
﨑
津
集
落
世
界
遺
産
登
録
５
周
年

　
に
お
け
る
地
域
振
興
に
つ
い
て

６   

小
川 

圭
三
（
天
政
会
）

■浜崎  

道
の
駅
に
つ
い
て
問
う
。

■市長  

道
の
駅
は
快
適
な
旅
の
拠
点
施

設
。
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
島
内
周
遊

と
滞
在
時
間
延
長
を
図
る
た
め
、
機
能

を
充
実
し
、魅
力
的
な
施
設
と
し
た
い
。

■浜崎  

天
草
市
総
入
り
込
み
客
数
約
２

７
０
万
人
の
う
ち
牛
深
港
か
ら
は
約
16

万
人
（
約
６
％
）。「
南
天
草
牛
深
」
か

ら
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
の
方
策
を

模
索
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■市長  

出
水
〜
長
島
間
の
バ
ス
に
本
市

の
魅
力
的
な
観
光
資
源
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
の
利
用
促
進
に

努
め
る
。
ま
た
、
鹿
児
島
方
面
を
見
据

え
、
南
か
ら
の
多
様
な
天
草
の
周
遊
を

旅
行
会
社
等
を
通
じ
、周
知
し
て
い
く
。

■浜崎  

う
し
ぶ
か
海
彩
館
２
階
の
牛
深

観
光
案
内
所
跡
を
「
夕
陽
の
駅
」
に
で

き
な
い
か
。「
道
の
駅
」「
海
の
駅
」
を

生
か
し
、
相
乗
効
果
で
必
ず
盛
り
上
が

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
や
24
時
間
開
放
の
休
憩
所
の
見
直

し
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど
早
急
な
対
応
を

お
願
い
す
る
。

■市長  

３
月
８
日
に
牛
深
漁
港
が
「
海

業
振
興
モ
デ
ル
地
区
」
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
で
「
牛
深
港
周
辺
地
域
活
性
化
構

想
」
の
具
体
化
や
海
彩
館
の
整
備
等
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

今
後
、具
体
的
な
事
業
内
容
を
検
討
し
、

令
和
６
年
３
月
ま
で
に
計
画
を
取
り
ま

と
め
、
海
彩
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

根
本
か
ら
見
直
す
。
必
要
な
施
設
整
備

を
行
い
、
牛
深
が
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
す
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。▲牛深港と長島港を結ぶフェリー

▲河浦中学校観光ボランティアガイド

▲立入禁止の「のぼり山」

●
学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
の
導
入

●
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
関
す
る
市
の

　
取
組
の
方
向
性

９  

吉
田
　 

修
（
無
会
派
）

【
教
育
環
境
に
つ
い
て
】

■吉田  

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
育
成
と
教
職
員
の

業
務
改
善
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
や
労
働
環
境
の
改

善
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
。

■教育部長  

校
務
支
援
ソ
フ
ト
の
活
用

に
よ
り
手
書
き
や
手
入
力
の
作
業
時
間

が
縮
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
教
材
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
で
印
刷
等
の
負
担
が
大
幅

に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
会
議
・
研
修
に

つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
移
動
時
間
が
不
要
と
な
る
な
ど

負
担
軽
減
効
果
は
大
き
い
と
考
え
る
。

■吉田  

児
童
生
徒
の
出
欠
連
絡
を
オ
ン

ラ
イ
ン
化
で
き
な
い
か
。

■教育部長  

大
規
模
校
な
ど
既
設
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
欠
席

連
絡
を
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
そ
の

他
の
学
校
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
る
。

【
危
険
遊
具
に
つ
い
て
】

■吉田  

本
渡
南
小
に
設
置
の
遊
具
「
の

ぼ
り
山
」
の
概
要
と
認
識
に
つ
い
て
。

■教育総務課長  

創
立
百
周
年
記
念
事

業
期
成
会
で
設
置
し
た
遊
具
で
あ
る
。

現
在
は
腐
食
な
ど
著
し
い
老
朽
化
に
伴

い
、
安
全
に
使
用
で
き
な
い
状
態
で
あ

り
、
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。

■吉田  

危
険
遊
具
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。「
の
ぼ
り

山
」
は
解
体
す
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か

が
か
。■教育総務課長  「

の
ぼ
り
山
」
の
規

模
か
ら
考
え
る
と
改
修
は
困
難
。
解
体

す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

８   

浜
崎 

義
昭
（
日
本
共
産
党
）

■浜崎  

全
国
の
自
治
体
で
の
取
組
に
は

農
林
水
産
省
が
策
定
し
た
持
続
可
能
な

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
等
を
利
用
し
た

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入
で
保
護
者

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
事
例
が
あ

る
。
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

越
え
、
給
食
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
変
え

よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
本
市
の

取
組
は
。■学校給食課長  

学
校
給
食
で
の
有
機

栽
培
食
材
使
用（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
）

に
つ
い
て
は
課
題
も
あ
り
、
す
ぐ
に
開

始
で
き
る
環
境
で
な
い
た
め
、
地
元
産

の
食
材
を
で
き
る
限
り
使
用
し
て
い
る
。

■浜崎  

天
草
高
校
科
学
部
と
市
議
会
市

民
生
活
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
高
校
生
か
ら
「
海
洋

ご
み
の
今
後
の
取
組
が
い
か
に
大
事

か
」「
天
草
の
自
然
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
何
が
必
要
か
」
な
ど
の
意
見
が

出
た
。
若
い
世
代
は
、
危
機
感
を
募
ら

せ
今
の
う
ち
に
何
ら
か
の
手
を
打
つ
こ

と
が
大
事
だ
と
訴
え
て
い
る
。
行
政
と

し
て
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
っ
て
い

る
か
。■市民生活部長  

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
で
も

重
点
化
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も
取
組
を

強
化
し
て
い
る
。
国
の
支
援
策
な
ど
を

注
視
し
、
活
用
し
て
い
き
た
い
。

■浜崎  

海
洋
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

漁
業
者
を
介
し
て
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
調
査
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

■市民生活部長  

環
境
省
と
水
産
庁
が

連
携
し
海
底
ご
み
回
収
に
係
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
中
で
あ
り
、
国
の
発
表
後

に
検
討
し
て
い
く
。

●
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学
び
成
長
で
き

　
る
環
境
に
つ
い
て


